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回答日：令和 3年 11月 19日

要望書（回答） 

①収集運搬時間に基づく適正な車両台数を確保していただきたい。 

【回答】（環境衛生部ゼロごみ推進課 担当） 

委託業務費の予算は、実際の収集運搬時間の実績を基に必要な車両台数を割り返し、

算出しております。 

今後も家庭ごみ収集運搬業務の安定的な継続のため、また、担い手である従事者確保

のため、これまでと同様、業務内容に見合った委託費の確保に努めてまいります。 

②委託業務費における運搬費用としての燃料費については、昨今の異常な値上がりに 

対応していただきたい。 

【回答】（環境衛生部ゼロごみ推進課 担当） 

燃料費については、ここ数か月で異常な値上がりの動きを示しており、今後の先行き

も不透明であります。 

今後の状況にもよりますが、市全体の他の委託業務にも関連することから、財政部局

とも協議しながら出来ることがあれば対応したいと考えております。 

③ごみの分別の市民周知の徹底を図るとともに、収集運搬方法やごみカレンダーの見直

しを検討していただきたい。 

【回答】（環境衛生部ゼロごみ推進課 担当） 

ごみの分別については、市の広報紙などを利用し周知するとともに、個々の不適正排

出への指導を粘り強く行いながら、引き続き分別の徹底を促してまいります。 

また、収集運搬方法やごみカレンダーの見直しについては、より効率的な収集を行う

ため、今後も貴組合と協議してまいりたいと考えております。 


